
　
「
安
藤
を
殴
っ
た
久
保
は
無
罪
。」
模
擬

裁
判
授
業
の
準
備
で
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち

は
、
校
内
で
起
き
た
事
件
に
判
決
を
下
し

ま
す
。
し
か
し
彼
ら
の
想
い
と
対
照
的
に
学

校
側
の
決
め
た
処
分
は
重
い
も
の
で
し
た
。

　

い
じ
め
の
被
害
者
を
か
ば
っ
た
久
保
を

過
去
も
現
在
も
救
え
な
か
っ
た
聡
子
。「
裁

か
れ
る
の
は
私
な
ん
だ
。」
と
つ
ぶ
や
く

場
面
は
印
象
的
で
す
。

　

理
屈
と
割
り
切
れ
な
い
感
情
の
は
ざ
ま
で

揺
れ
動
く
高
校
生
た
ち
を
描
い
た
『
教
室
裁

判
』。
平
成
25
年
11
月
に
帯
広
で
開
催
さ
れ

た
高
校
演
劇
全
道
大
会
で
、
大
麻
高
校
は
６

年
ぶ
り
に
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

黒
板
も
教
卓
も
手
づ
く
り
！

み
ん
な
の
自
主
性
が
支
え
た
舞
台

　

多
く
の
人
に
評
価
さ
れ
た
要
因
は
舞
台

の
作
り
こ
み
で
は
と
話
す
皆
さ
ん
。
よ
り

奥
深
い
演
技
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

登
場
人
物
の
性
格
や
服
装
、
家
庭
状
況
な

ど
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
み
ん
な
で
考
え
て

議
論
し
合
い
ま
し
た
。

　

舞
台
セ
ッ
ト
も
机
と
い
す
以
外
は
全
て

自
分
た
ち
の
手
作
り
と
い
う
か
ら
驚
き
で

す
。
リ
ア
ル
を
追
求
す
る
た
め
、
石
川
く

ん
は
「
や
り
た
い
か
ら
や
る
。
作
る
と

き
は
徹
底
的
に
。」

大麻高校演劇部
演劇で全道一

大事なのは評価じゃない。観る人の心を動かす舞台を作りたい。

と
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
自
ら
企
画
書
を

作
っ
て
、
先
生
に
提
案
も
し
た
と
か
。

演
劇
部
は
一
つ
の
家
族

　
「
部
の
み
ん
な
と
一
緒
に
い
る
時
間
が

一
番
楽
し
い
！
」
と
話
す
金
川
さ
ん
。
理

想
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
時
に
は
部
員
同

士
で
険
悪
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
い
い
舞
台
を
作
り
た
い
。」
と
い
う
想
い

は
一
緒
。
毎
日
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
練
習

し
、信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

照
明
や
音
響
、
衣
装
な
ど
の
裏
方
も
役

者
が
引
き
立
つ
よ
う
に
と
細
か
い
部
分
ま

で
試
行
錯
誤
。
笑
い
の
絶
え
な
い
部
内
に

は
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
絆
の
存
在
が

う
か
が
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
の
心
に
訴
え
る
舞
台
を

７
月
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
向
け
「
後
悔
し
な
い
、
い
い
芝
居
を

作
り
た
い
。」
と
顧
問
の
山
崎
先
生
。
麻
高

演
劇
部
に
と
っ
て
は
、
賞
を
取
る
こ
と
よ

り
も
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
観
客
の
心
に

訴
え
る
こ
と
が
大
事
。「
や
る
べ
き
こ
と
は

ま
だ
た
く
さ
ん
。
最
高
の
舞
台
を
作
り
た

い
。」と
部
長
の
東
あ
ず
まさ
ん
も
意
気
込
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
重
ね
て
、
多
く
の

人
の
心
に
感
動
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

顧問 /山崎 公博 先生
               （やまざき きみひろ）

台本や演出を手掛けます。
細かい部分は生徒たちに自
由にやってもらうそう。
「彼らなら大丈夫、信頼して
ますから。」と話します。

「登場人物の自分史」。文字
や絵で、それぞれの役が徹
底的に分析されています。
このメモもみんなで話し合
って作り上げました。

『教室裁判』の場面

日時　1 月 25 日㈯ 13 時～ 16 時 30 分
会場　酪農学園大学学生ホール
詳細　酪農学園大学 作物学研究室 ☎ 388-4785

1. 農業分野における障がい者雇用の今後の展望
　
2. 大学付属農場における障がい者雇用と特別支援学校との連携
　
3. 江別市近郊の農場における障がい者雇用の実践例（南幌町）
4. 農福活動による地域の活性化
　
5. 障がい者の農業参加を支えるネットワークづくりの必要性
　
【総合討論】　

全国各地の「現場の声」が聞ける

障がい者の農業参加による
地域の活性化を考えるシンポジウム


